シリーズ

2X4 建築

外観を一新して居住スペースも

大幅に拡張する改築ツーバイフォー
斬新な設計で日本にも進出したウイリアム(サマーズ
カリフォルニアからワシントン州、BC洲をまたにかけて、バラエテイー に 富んだ建築プロジェクトを行うBC洲在住のアメリカ人建築家ウィリアム(サマーズが、その斬新な設計技術を駆使して日本の住宅開発を手がけることになった。ウィリアム。(サマーズは、改築に際して外観、室内ともに一新する技術に優れ、アンティック建築から豪邸、一般的な一戸建まで、改築に二十年の経験をもっている。改築は通常居住スペースを拡張したい場会の解決策で、その技術は新築建築より難しいとされている。しかし費用が新築よりも安く、改築後に、家のブァリュー（売値）も上がるのが、ボーナス(メリットといえる。　
ここで、紹介するバンクーバー郊外のごく一般的な一戸建て住宅の改築では、1階建てに2階が増築され、玄関、窓、外壁、屋根などが一新されたもの。改築費用 はわずか10万7000ドル （約1300万円）だが、居住空間が28坪拡張されて家全体の広さが約2倍になり、全体のイメージも著しく向上した。ウィリアム(サマーズは改築を成功させる秘訣を、改築の目的を明確にしたうえで、デザインやイメージをできるだけ多くスケッチして設計家をアシストする。また、改築は開始するまでわからない構造上の障害などもあるため、仕上り後のレイアウトをできるだけフレキシブルに考える、などとしている。

ウィリアム(サマーズのキャリアは改築に留まらず、500坪もある超大型住宅の設計からカスタム設計の高級住宅にも及んでいる。いずれも斬新な設計で知られているが、その特徴が買われて現在宮崎県内のオーシャンリゾートで、北米のデザイン感覚を活かした住宅3軒が建設されている。“チャールストン”、“レイクタホー”、“バンクーバー”などと名付けられ、カリフォルニヤに似た宮崎の気候を背景に、北米住宅そのものの雰囲気を伝える設計になっている。(
 
(バンクバー郊外のごく一般的な一戸建て　(For the picture to the right)

(改築後、以前の面影がないほど一変した。(For the picture to the below)

